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Ⅰ . はじめに

人間は確固たる自我や主体をあらかじめ持っている
存在である―「自分らしさ」や「主体性」が称揚され
る現代を生きる私たちの多くが、このような考えを
持っているのではないだろうか。これまでの看護学で
も、人間は確固たる主体をあらかじめ持っている存在
であるという（しばしば暗黙の）前提に立つ研究が国
内外問わず多数発表されてきた。しかしながら、「人
間の中に確固たる主体が存在する」という考えが、遅
くとも 1970 年代にはすでに西洋思想の主流から外れ
たものとなっていたという事実がこれらの研究者たち
にはあまり知られていないように見受けられる。
人間の中に確固たる主体は存在せず、むしろ「人間

の自我や主体はそれぞれの人間の中にはじめから存在

するものではなく、人間を取り巻く社会構造から影響
を受けてはじめて形成される」と考える立場は構造主
義もしくはポスト構造主義と呼ばれ、20 世紀後半か
らフランスなど西洋諸国を中心に影響力を強めていき
現在は主流となっている思想・哲学上の潮流である。
海外の看護学研究では、西洋思想におけるこうしたト
レンドの変化を研究の前提にも反映させようとして、
構造主義やポスト構造主義の観点から議論を行う研究
が 1990 年代ごろから登場している。その一方、本邦
看護学では、構造主義やポスト構造主義の理論を明示
的に用いた研究はこれまでのところほぼ皆無といって
よい。だが、多くの人々が「当たり前」と認識してき
た事象や事物が全く「当たり前」でないということを
明らかにしようとする構造主義やポスト構造主義の観
点に立つことで、従来とは大きく異なる発想に基づく
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斬新な研究成果が生み出される可能性があると本稿は
考える。
そこで本稿では、まず構造主義およびポスト構造主

義の解説を行う。次に、海外の看護学研究で構造主義
もしくはポスト構造主義の観点に立脚したものをレ
ビューする。最後に、以上の議論を受け、構造主義や
ポスト構造主義の本邦での看護学研究における適用の
展望について論じていく。

Ⅱ . 構造主義およびポスト構造主義の説明

１．構造主義
ルネサンス期以後の西洋の思想では、揺るぎない自

己同一性を確立した自由な自我や主体が人間の中に存
在することが（半ば暗黙の）前提とされてきた。さら
に、社会は確固たる主体を持つ人々から構成される、
別の言い方をすれば「主体が社会構造を形成する」と
いう考え方が常に優勢であった（橋爪 , 1988, pp.161-
162; 内田 , 2002, p.157）。
第二次大戦後に西欧で流行した実存主義も、このよ

うな前提や考え方に基づく思想である。その代表的論
者で哲学者の J.-P. Sartre は、確固たる主体を持つ人
間は自らの決断により常に正しい選択を行うことがで
きるため、現在から過去を振り返れば人間により形
成される社会は必ず進歩しているはずである（「歴史
の直線的推移」が存在する）と主張した（橋爪 , 1988, 
p.127; 内田 , 2002, pp.81-82）。
だが、文化人類学者の C. Lévi-Strauss は Sartre の
主張を全面的に否定した。Lévi-Strauss は、Sartre ら
の主張もあって当時の西洋において「未開な」「遅れ
た」社会であるとみなされていたブラジル原住民社会
にも、西洋社会と引けを取らないほど複雑で高度な社
会構造が存在していることを明らかにした。そして、
両者の違いはそれぞれの世界観の違いにより生じてい
るのであって、Sartre が述べるように西洋社会が歴史
的・文化的に「進んだ」段階にあるために生じている
のではないと主張した。Lévi-Strauss の批判により実
存主義は西洋思想の主役の座から転落し、実存主義に
代わってLévi-Strauss を代表的論者とする構造主義が
新たに西洋思想の中心を占めるに至った（橋爪 , 1988, 
p.129; 内田 , 2002, pp.146-150）。
ここで構造主義の内容を説明しておく。構造主義で

は、人間は実存主義で想定されていたほど自由な存在
ではないと考える。人間は常に自分が属する社会集団
や自分が生きる時代に拘束された存在であり、社会集
団や時代により物の見方・考え方が無意識のうちに

方向づけられていると考えるためである（橋爪 , 1988, 
p.127; 内田 , 2002, p.25）。別の言い方をすれば、「社会
構造が主体を形成する」のである（内田 , 2002, p.157）。
構造主義では、人間主体の「意識」や「思い」も、
主体に先立って存在している社会構造に由来する「無
意識」により規定されると考える。また、人間が日々
経験する身体経験のとらえ方（「肩が凝る」など）に
ついても、人間の物の見方・考え方を規定し、さらに
社会集団や時代により内容が変化するという点で「無
意識」と類似した性質を持つ「言語」に規定されてい
ると考える（橋爪 , 1988, p.190; 内田 , 2002, pp.59-75）。
構造主義の考え方は西洋思想で一般的なものとして
受け入れられるようになった一方、その限界を指摘す
る声もあがるようになった。構造主義の考え方では、
現実の社会で生じることがある（社会）構造の変化を
うまく説明できない点や、人間が持つ主体性があまり
に軽視されているといった点が主に批判された（千葉 , 
2022, p.24; 橋爪 , 1988, p.224）。そこで、構造主義の考
え方を基本的な前提としつつも、その限界を克服しよ
うとするポスト構造主義と呼ばれる一連の思想が生み
出されていった。

２．ポスト構造主義
ポスト構造主義の代表的論者としては、いずれも哲
学者のJ. DerridaやM. Foucaultが挙げられる（Prasad, 
2005/2018）が、それぞれの思想をここで説明する。
Derridaは、相反する2つの概念の対立、すなわち「二
項対立」の構造を突き崩す「脱構築」を提唱したこと
で知られる。私たちは日常生活の中で遭遇する様々な
事物を、例えば「自然－人工」「オリジナル－コピー」
といった二項対立の構造により（しばしば無意識的に）
分類している。さらに、二項対立のうち片方は「良い
もの・優れたもの」で、もう片方は「悪いもの・劣っ
たもの」であるという価値判断を（これもしばしば無
意識的に）行っている。Derrida は、人間が「良い・
悪い」「優れた・劣った」などの判断をするには、常
に何らかの判断基準や価値観が必要となることに着目
した。そのため、一般に「悪い・劣った」と考えられ
がちな事物であっても、それを一般的なものとは異な
る判断基準や価値観から見直してみれば「良い・優れ
た」と判断できるようになる局面が必ず存在するはず
である。そうだとすれば、もはや二項対立においてど
ちらが「良い・優れた」「悪い・劣った」と明確にい
うことはできなくなり、さらに二項対立を構成する 2
つの概念の境界もあいまいになってくる。以上のよう
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な「脱構築」の思考プロセスが人々の間で広まってい
くことで、二項対立の前提となっている（しばしば人々
の間で無意識のうちに共有されてもいる）価値観を揺
さぶることができ、さらには二項対立の構造を変化さ
せ、この構造から生じる秩序をも解体することができ
るとした（千葉 , 2022, pp.25-44）。
Foucault は、人間が主体を形成するためには社会
に存在する何らかの秩序や規範（「規律」）を受け入
れ、この規律に従属する必要があるとする「主体化＝
従属化」の議論を展開した。現代の社会は特定の指令
者がいないにもかかわらず機能し存続しているが、社
会がこのようなかたちで存続し続けるためには社会を
構成するすべての人々がいつも自発的に規律に従い行
動することが必要である。そのため、人間が社会に参
加しようとする（主体となる）際には、「社会の一員
となるにふさわしい精神」として社会の規律を受け入
れ、この規律を無意識のレベルにまで定着させること
が必要となる。その過程では、医学や心理学など「人
間に関する科学」の知識が社会の側で重視され、主体
を形成しようとする人間の精神の規律化が身体の訓練
という方法をとって行われるが、方法の具体例として
は学校での号令やさまざまな身体所作（行進、気を付
けなど）があげられる（石田 , 2010, pp.150-164; 中山 , 
1996, pp.140-143）。
このように、社会の規律を受け入れて無意識のレベ

ルにまで定着させることで、人間ははじめて主体とな
ると同時に自発的に社会の規律に従う存在になってい
く（主体化＝従属化）が、主体となった人間の「欲望」
もまたこの規律により規定される。人間の自発性を最
もよく駆り立てるのは、無意識化された内発的な欲望
だからである。人間が最も強く主体性を発揮するのが
「無意識化された・内発的な」欲望を追求する場面だ
が、この欲望も元は社会構造に規定されたもの、すな
わち「その社会で多くの人が欲しいと思っているもの
を自分も欲しくなる」のである（中山 , 1996, pp.167-
170; 内田 , 2002, p.103）。

３．看護学における構造主義およびポスト構造主義の
受容
1960 年代から 70 年代にかけての世界的な社会運動

の活発化と時を同じくして、人種やジェンダーなど個
人の生まれ持った属性による構造的差別の存在が社会
的にも学問的にも問題視されるようになった。看護学
も含めた当時の学問分野の多くでは、当時主流であっ
た実証主義や、人間の主体や意識を絶対視する伝統的

西洋思想（実存主義や現象学など）が構造的差別の解
消には無力であったことへの批判から構造主義が注目
を集めるようになった。しかし、構造主義の考えから
では構造的差別を覆す道筋が見出せず、また現実に
は生じることがある社会構造の変化も説明できない
ことが徐々に明らかになってくると、これらの限界
を克服しうる思想として 90 年代に入り海外の看護学
ではポスト構造主義が新たに注目されるようになった
（Browne 2001; Francis 2000）。
ポスト構造主義の思想およびこれに基づく海外の看
護学研究は、①ある特定の研究手法のみが「科学的」
であるとして他の研究手法に比べ過大評価されてきた
結果、研究手法間で「科学的」であるか否かによる二
項対立的なヒエラルキーが生じたこと、②「科学的」
とされる研究手法でもテーマ選択や研究対象となる事
物・事象に対する認識などで著者による主観が入り込
む余地があるため、「中立的立場」や「完全に客観的
な視点」からの研究は不可能であること、③「科学的」
とされてきた特定の研究手法による研究成果ばかりが
蓄積されていった結果、社会的マイノリティ・弱者に
関して社会環境からの自律性の高さが実態以上に強調
される（構造的差別や貧困が健康に与える影響が過小
評価される）などの「バイアス」が生じたこと、を明
らかにしたうえでこれらの「バイアス」に修正を迫
る研究成果を公表してきた（Francis 2000; Holmes & 
Gagnon 2018）。
しかし、筆者の知る限り本邦看護学でこれらの研究
成果はほぼ参照されていない。近年の本邦では貧困の
拡大が指摘され、またジェンダーやセクシュアリティ
などによる構造的差別の解消への機運も高まりつつあ
る。そこで本稿では、ポスト構造主義およびその理論
的前提を一部共有する構造主義が海外の看護学研究で
どのように用いられているかを明らかにするととも
に、国内での看護学研究におけるこれらの理論の適用
可能性を検討する。

Ⅲ . 研究方法

１．文献検索の方法
システマティックレビューに準じた方法で検索を
行った。PRISMA-S 声明（Rethlefsen et al., 2021）に
準じ、PubMed と CINAHLを用いた検索を実施した。
検索条件は
「nurs*」（nurs で始まる単語）and「structuralism 
or post-structuralism or poststructuralism or Levi-
Strauss or Derrida or Foucault」…（※）
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とし、2022 年までに発表（online fi rst 版を含む）
された英語の原著論文とした。検索条件を満たすもの
のうち、①要旨および全文が検索実施時点で確認可能
なものをレビュー対象論文とした。そのうえで、②タ
イトルおよび要旨で内容のスクリーニングを行い、原
著でないもしくは看護学的内容でない（掲載誌が看護
学のジャーナルでなく、かつ看護職者や看護教育に関
わる人々や、看護の対象となる人々についての研究で
ない）と判断された論文をレビュー対象から除外した。
加えて、③本文を精読し、構造主義もしくはポスト構

造主義の手法を用いていない論文をさらにレビュー対
象から除外した。以上の①から③のプロセスを経て、
レビュー対象論文を選定した。検索は 2023 年 2 月 19
日に行った。

２．検索結果とレビュー対象文献の絞り込み
まず上記検索条件（※）を満たす論文を検索した結
果、合計 404 件の論文がヒットした。そのため、上記
①から③のプロセスに加えて、新型コロナウイルス感
染症（COVID-19）の世界的流行により看護を取り巻

(n=404)

PubMed
(n=398)

n=24

(n=45, )
(n=9, )

(n=194, )
(n=248)

(n=2)

(n=404)

(n=22)

CINAHL
(n=13)

(1998
2022 )

(n=156)
(n=132)

図１　論文選択のフロー
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く環境が大きく変化して以後の最新の研究動向を反映
した論文のみに対象を絞り込むことを目的に、2019
年以前に発行された論文もスクリーニングの過程で
レビュー対象から除外し論文選定を実施した（図 1）。
なお、2019 年以前も含めた年ごとの発行論文数（図 1
で＃の段階に該当）は図 2の通りである。

Ⅳ . 結果

すべての選定プロセスを経て最終的に選定された論
文は、2020 年から 2022 年までに発行された 22 件で
あった。さらに各論文の内容から、それぞれの論文で
構造主義もしくはポスト構造主義の理論がどのように
用いられているかに基づいた分類を行い表にした。以
上の概要を表 1に示す。

１．研究実施国の地理的特徴
筆頭著者の所属機関所在国は、カナダ 9件、ブラジ

ル 4件、デンマーク 2件、スウェーデン 2件、オース
トラリア 2件、米国 1件、ノルウェー 1件、南アフリ
カ 1件であった。カナダ、ブラジル、北欧諸国での研
究が大半を占めた。

２．構造主義もしくはポスト構造主義理論の用いられ
方

対象論文すべてがポスト構造主義の理論を用いてお

り、構造主義の理論を用いた論文はなかった。ポスト
構造主義理論の中でも特に多く用いられていたのが
Foucault の理論や研究手法で、対象論文のうち 15 件
で彼が提示した様々な分析概念や手法が採用されてい
た。ほかに用いられていた理論で多かったのはポスト
構造主義フェミニズムで、4件の論文で採用されてい
た。ポスト構造主義以外の理論とポスト構造主義を併
用した研究も 2件あり、そのうち 1件は現象学、もう
1件は社会的アイデンティティ理論と併用していた。

３．研究テーマ
対象論文を研究のテーマで分類したところ、最も多
数を占めたのが性的マイノリティや女性（母親）、民
族的（エスニック）マイノリティなど「社会的マイノ
リティ・弱者」に分類されることが多い人々に関す
るもので 11 件（Aston et al. 2021; Carson et al. 2021; 
Domingue et al. 2022; Gultekin et al. 2022; Hantke 
et al. 2022; Joy et al. 2020; Joy et al. 2022; Morris et 
al. 2021; Pinto et al. 2022; Ueland et al. 2020; Zago et 
al. 2022）が該当した。次に数が多かったテーマは看
護師と他職種、もしくは看護師と看護の対象者とい
う、対等であるべきとされる人々の間での「支配・
被支配関係」に関するもので 5件（dos Passos Aires 
et al. 2022; Eivergard et al. 2021; Evans et al. 2020; 
Macdonald 2022; Silva et al. 2022）が該当した。コロ

図２　年ごとの発行論文数
（n=156 縦軸は件数、横軸は発行年を示す。黒色の棒グラフが今回レビュー対象とした部分で、灰色の棒グラフはレビュー対象から除外した部分を示す）

注： 文献絞り込みプロセス③（構造主義もしくはポスト構造主義の手法を用いていない論文を除外）でレビュー対象から最終的に除外された論文計 2件も黒色
の棒グラフの部分に含まれている
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ナ禍という時代背景を反映して、「ヒーローとしての
看護師像」に関する論文も 4件（Boulton et al. 2021; 
Mendes et al. 2022; Mohammed et al. 2021; Sahay et 
al. 2022）みられた。「その他」の論文のテーマとしては、
1800 年代から現代までの看護師業務の変遷と看護師
の意識の変化、看護雑誌での表現内容とその背景にあ
る雑誌側の意図、といったものが各 1件（Falch 2020; 
Glasdam et al. 2021）みられた。

４．研究方法
研究方法として最も多かったのは半構造化インタ

ビューで、11 件で採用されていた。その他に採用さ
れていた研究方法は多岐にわたり、雑誌や新聞のデー
タベース検索、会議の傍聴、公文書や史料の閲覧、グ
ループでのインタビューやディスカッション、オンラ
インアンケート、インスタグラム投稿の分析などがあ
り、日本国内での看護学研究ではあまり見られない研
究方法も散見された。対象論文はすべて質的研究を
行っていた。

Ⅴ . 考察

１．レビュー対象論文の特徴
本稿でレビュー対象とした 22 件の論文には、3つ

の大きな特徴が指摘できる。それらの特徴について、
ポスト構造主義で展開されてきた議論と関連させて論
じていく。
1点目の特徴は、「社会的マイノリティ・弱者」に
関する研究が多いことである。この背景には、本稿で
先に説明した「脱構築」の視点があると考えられる。
「マイノリティ」や「弱者」と呼ばれる人々の対に
は必ず「マジョリティ」や「強者」と呼ばれる人々が
存在するが、「脱構築」の観点からすると「マイノリ
ティ・弱者」と「マジョリティ・強者」を区別するに
は常に何らかの判断基準や価値観が必要であるという
のは本稿で前に述べた通りである。「脱構築」の手法
は、この判断基準や価値観（人々の間で意識化されて
いないことも多い）の妥当性に疑問を投げかけ、「マ
イノリティ・弱者」の側への肩入れができるような新

たな判断基準や価値観を提示することで両者の間での
優劣関係の解消を狙い、その結果として「マイノリ
ティ・弱者」への差別などをも解消していくことを可
能とするものである。今回レビュー対象とした論文の
中に「脱構築」を提唱したDerrida の議論を直接参照
したものはないが、哲学者の千葉雅也（2022）によれ
ば Foucault の思想も Derrida とは異なる観点からの
「脱構築」の試みとして理解することが可能であるた
め、今回のレビュー対象論文の中で Foucault の理論
に基づいた研究についても「脱構築」の視点が含まれ
ているといってよいと考える。今回レビュー対象とし
た論文では、「脱構築」を実現するためのいわば準備
段階として、社会に存在し人々の間で共有されている
偏見（看護学生（Pinto et al. 2022）や医療従事者（Joy 
et al. 2022）の間で存在する性的マイノリティに対す
る偏見や、民族的マイノリティの患者や家族を一律に
「迷惑」な存在とみなす看護師の間での偏見（Gültekin 
et al. 2022）など）を浮き彫りにしようとしているも
のが多いといえる。
2点目の特徴は、1点目とも関連するが「正常」「異
常」といった社会規範や、社会における偏見や差別の
存在を指摘し批判する研究が多いことである。この背
景には、「脱構築」だけでなくFoucault が展開した議
論の影響もあると考えられる。
私たちは社会に存在するありとあらゆる事物に不変
の「本質」があると考えがちであるが、Foucault に
よればこうした考え方は端的に言って誤りである。社
会に存在する事物に関して現在の人々が持ついかなる
価値観も過去のある時点で歴史的偶然によって誕生し
たものであり、その誕生以前には存在していないため
である。Foucault 自身が説明に用いた具体例でいえ
ば、同性愛を「異常」とみなす価値観は現代の西洋で
も根強いが、こうした価値観が広まったのはキリスト
教の思想が広まった後のことであり、キリスト教が誕
生する前の古代ギリシアでは同性愛は「正常」とみな
されていた。また、この具体例からもわかるように、
ある特定の事物に対して現在の社会で抱かれているイ
メージの根拠が弱いことを示すためには、その事物に

Glasdam, S. 

(2021) (AMR)

3 (

)

11

Foucault

AMR

AMR

AMR
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関して過去の歴史を遡ってみることが有効な方法で
あるとFoucault は論じている（中山 , 1996, pp.31-36 ; 
内田 , 2002, pp.79-80）。過去の歴史を遡るという方法
をとっている論文（Falch 2020）が今回のレビュー対
象にもあるが、当該論文も現代デンマークの看護師の
間で「正常」とされている物の見方・考え方について、
1800 年代にまで歴史を遡ることでその根拠の弱さを
指摘する内容であり、Foucault が提唱した方法論に
基づいたものであるといえる。
さらに、ある特定の人々について社会で広く共有さ

れるイメージ（偏見）は、広まっていけばいくほど「本
質」として独り歩きしやすくなり、結果としてこれら
の人々を抑圧するものとなる場合もある （中山 , 1996, 
pp.35-36; 慎改 , 2019, p.29）。この観点からの研究とい
えるのが、コロナ禍で社会に広まった「ヒーローとし
ての看護師像」が看護師に与える負の影響を分析した
4本のレビュー対象論文である。
3点目の特徴は、「目に見えにくい支配・被支配関

係」に関する研究が多いことである。この背景には、
Foucault が展開した「権力」や「言説」に関する議
論の影響があると考えられる。
まずは権力について、Foucault が西欧での刑罰の
歴史を例に行った説明を引用する。中世以前の西欧で
は、国王などの権力者の力を誇示する目的で、公衆の
面前での公開処刑など目に見えやすい方法により罪人
の処罰が行われていた。しかし近代以降は、監獄に収
容して囚人の矯正を図るという方法が公開での処罰に
代わる刑罰の主流になっていった。一見すると罪人・
囚人にとってはソフトな方向性での変化が生じたよう
に思えるが、Foucault によると監獄での矯正は公開
での処罰に比べて巧妙かつ徹底的に囚人の内面を管理
する効果を持つ。監獄は囚人ひとりひとりを毎日 24
時間内面まで管理・監視し社会にとって「従順かつ有
用」な人間となるための規律を植え付けることを目的
とする施設で、囚人自身による規律の内面化は監獄生
活の中で目に見えにくいかたちで徐々に生じていくた
めである。以上は本稿の前の部分でも説明した「主体
化＝従属化」のより具体的な例でもあるが、こうした
方法による人々への規律の内面化（社会から人々への
「規律権力」の行使とFoucault は呼んでいる）は監獄
以外にも学校、軍隊、そして病院など現代の社会では
幅広い場所で観察できるとFoucault は述べている（千
葉 , 2022, pp.84-100; 慎改 , 2019, pp.115-118）。以上の
議論の発想をダイレクトに反映させたのが、「支配・
被支配関係」をテーマとする論文のうち、精神科施設

入所者と看護師の関係を分析した論文 2本（Eivergård 
et al. 2021; Evans et al. 2020）であるといえる。
また、現代の社会に特有の巧妙で目に見えにくい支
配・被支配関係は、言説（ここでは、「人々の間で流
通し『当たり前』のものとして疑われることなく受
容されている言葉や考え」のことを指す）のはたら
きにより形成されるとFoucault は述べている（慎改 , 
2019, pp.110-111）。この観点からの研究といえるのが、
「支配・被支配関係」に関する論文のうち医療チーム
を形成する看護師と他職種の間の関係を分析した論文
3 本（dos Passos Aires et al. 2022; Macdonald 2022; 
Silva et al. 2022）、「社会的マイノリティ・弱者」に関
する論文のうちブラジルの結核ガイドラインの分析を
行った論文（Zago et al. 2022）、および「その他」の
カテゴリーの、看護雑誌の表現とその意図に関する論
文（Glasdam et al. 2021）である。
なお、構造主義の理論を用いた研究は、今回レビュー
対象とした論文だけでなく 2019 年以前に公表された
論文の中にもなかった。その理由としては、本稿で前
に述べたような構造主義の限界を克服しようとして生
まれたポスト構造主義の理論が高度に精緻化されたた
め、今日ではあえて構造主義を用いようとする研究者
がほぼ存在しなくなったことが考えられる（Prasad, 
2005/2018, p.116）。

２．構造主義やポスト構造主義を用いた看護学研究の
展望
今回レビュー対象とした論文の多くに共通する研究
上の特徴をさらに要約すると、「人間の物の見方・考
え方はある時代や社会に特有の相対的なもので、時代
や社会を超えた絶対的なものではないこと」を前提と
したうえで、①社会の中で生活する人々が有する物の
見方・考え方に着目する、②ある特定の物の見方・考え
方が人々の間に広まる（あるいは広まっている）こと
から生じる人々の間の関係性に着目する、ということ
になると考えられる。ここでいう「物の見方・考え方」
は無意識的なものが多いが、意識化されている偏見や
差別なども含まれる場合がある。普段人々の間で意識
化されていない物の見方・考え方を浮き彫りにするた
めには、Foucault がいうように研究対象の事物につ
いて歴史を遡るほか、Lévi-Strauss が行ったように他
国や他文化との比較を試みるのも有効な方法であると
考えられる。また、社会的な偏見や差別、あるいは目
に見えにくい支配・被支配関係の存在を明らかにする
ことで、看護に携わる者が（特に無意識的・無自覚的
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に）差別や人権侵害を行わないよう促す効果なども研
究成果として期待できる。
構造主義やポスト構造主義の観点を研究に導入す

ることで、より深い分析・対象理解につながる場合
もある。今回レビュー対象とした論文のひとつであ
るUeland ら（2020）を例にとってこのことを説明す
る。当該論文では、現象学に加えてポスト構造主義も
用いてノルウェーで肥満の人々が持つ願望を分析し
ている。Ueland らによれば、現象学では人間が身体
を通して自分自身の存在を意識するという側面に着目
するが、そのプロセスの中で人間は自らを取り巻く環
境や周囲の人々の影響を不可避的に受ける。特に現代
の西洋では、肥満は自己管理能力の低さの表れである
とされ、肥満者は社会規範に照らして劣った存在とみ
なされている。身体的特徴ゆえに自らを取り巻く社会
から劣った存在として扱われ差別や偏見を受けること
は、肥満者の自己認識にも大きな影響を与える。それ
だけでなく、身体に関する社会規範を受け入れ自分の
身体をその規範に合わせていくこと、すなわち痩せる
ことにより、はじめて肥満者は差別や偏見から逃れた
いという自らの願望を実現することができる。このよ
うに、肥満者が自分の身体を通じて自らの存在を意識
する際には身体に関する社会規範の存在が無視できな
いが、現象学の視点のみではこの社会規範を視野に入
れた分析を行うことはできず、ポスト構造主義の観点
を取り入れることではじめてそうした分析が可能にな
るとUeland らは述べている。
ポスト構造主義（や構造主義）は、私たちに「当た

り前」と認識されている事物や事象が「当たり前」で
はないことを、人間の主体や意識を大きく制約する社
会構造や無意識といった要素に着目することで鮮やか
に示すことができる理論であるといえる。本稿でここ
まで展開してきた考察も踏まえていえば、ポスト構造
主義や構造主義に基づく看護学研究からは、①「当た
り前」だという思い込みが人々の間に広く存在するこ
とにより、看護の場で差別や支配を受けてきた人 （々差
別や支配を受けている人々ですらそうした思い込みに
囚われており、自分が差別や支配を受けていることに
気付かない場合もありうる）の解放への道を開く、②
これまで誰も正当性を疑わなかった、すなわち「当た
り前」だと皆に認識されてきた看護の方法に対して根
本から疑問を突き付ける（本稿でレビューした Falch 
2020 もその一例といえる）、などといった成果が生み
出される可能性がある。
最後に、ここまで本稿で論じられてこなかったポス

ト構造主義の限界について述べる。ポスト構造主義は
人々に疑われることなく受容されている既存の秩序を
懐疑的にとらえるという発想が根底にあるため、この
ような発想とは正反対の発想に基づく、文化や時代に
影響されない一般的法則性の発見や確立を目指すタイ
プの研究への適用は難しい。この点がポスト構造主義
の限界といえる。

３．本稿の限界
本稿では、2020 年から 2022 年までに発表された論
文のみが分析対象となった。2019 年以前にも多くの
論文が発表されており、それらの中には本稿でカテゴ
ライズした枠組みに当てはまらない研究が含まれる可
能性がある。

Ⅵ . 結論

構造主義やポスト構造主義の理論を用いた看護学研
究は海外で豊富な蓄積があり、研究のテーマや手法も
日本国内での質的研究に比べると多彩であることが明
らかになった。本稿で紹介できた研究は海外での研究
蓄積のほんの一部である。とりわけポスト構造主義
は、社会的マイノリティや社会的弱者に位置づけられ
る人々について研究する場合、社会での偏見の存在や
その影響を明らかにしたい場合、看護師と他職種や看
護の対象者などとの間での支配・被支配関係を明らか
にしたい場合などに適した理論である。看護の対象と
なる人々は社会的マイノリティ・弱者でもあることが
多く、さらに近年の傾向として本邦への移民が増加傾
向にあること、性的マイノリティの人権擁護やジェン
ダー平等実現の動きが社会の中で強まりつつあること
なども踏まえると、ポスト構造主義に基づいた研究が
これまでほぼ存在しない本邦看護学でこそ今後の研究
の余地は極めて大きいといえる。
ポスト構造主義は、現象学などポスト構造主義以外
の理論と同時に用いることも可能である。ポスト構造
主義や構造主義の導入により本邦の看護学研究に新た
な視点や研究手法が持ち込まれ、従来よりも斬新で深
みがあるだけでなく、看護に携わる者に対し（特に無
意識的・無自覚的な）差別や人権侵害の防止を促した
り、これまで誰も正当性を疑ってこなかった看護の方
法に対して根底から疑問を提起したりするなどの効果
を持つ研究が生み出されることが期待される。
本研究に利益相反はない。
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